
合
同
会
議
は
平
成
２５
年
７
月

１１
日
（
木
）
に
組
合
会
議
室
に

お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
（
以

下
、
敬
称
略
）

【
出
席
者
】﹇
理
事
﹈
矢
部
、
葭

原
、
渡

邉
（
尚
）、長

岐
、
井

上
、
桑
原
、
山
下
、
堀
越
、
狩

野
、
伊
藤
、
西
川
、
小
林
、
土

屋
、
渡
部
、
澄
川
﹇
支
部
長
﹈

斗
澤
、
宮
崎
（
和
）
古
澤
、
松

本【
欠
席
者
】﹇
理
事
﹈
井
口
、
瀧

山
﹇
支
部
長
﹈
中
川
、
加
藤

理
事
長
挨
拶

「
本
日
は
ご
多
忙
の
な
か
、
ご

出
席
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
当
組
合
の

第
５５
回
の
通
常
総
会
が
さ
る
５

月
２５
日
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
無
事
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
、
感
謝
い

た
し
ま
す
。
私
が
、
理
事
長
職

を
も
う
一
期
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。」

信
任
さ
れ
た
理
事
の
紹
介

＊
足
立
支
部

土
屋
敏
明
氏
、

北
支
部

渡
部
洋
三
氏
、
品
川

大
田
支
部

澄
川
孝
美
氏

（
こ
こ
で
本
日
の
座
長
に
葭
原

総
務
部
長
が
指
名
さ
れ
、
以
下

の
報
告
と
提
案
が
あ
っ
た
。）

・
議
題

１
、
各
部
よ
り
提
案
と
報
告

技

術

部
（
桑

原
）
８
月
２９
日

（
木
）
〜
３０
日
（
金
）
に
行
な

わ
れ
る
技
能
検
定
実
技
試
験
の

申
込
者
数
は
、
１
級
４７
名
、
２

級
２１
名
で
す
。
も
の
づ
く
り
マ

イ
ス
タ
ー
制
度
に
つ
い
て
の
説

明
。

事
業
部
（
狩
野
）
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ

の

ド

メ

イ

ン(h
ttp

:
//

w
w

w
.to

u
ta

k
y
o
.jp

)

の

取

得
が
完
了
し
ま
し
た
。
内
容
の

説
明
：
共
同
購
入
、
保
険
制

度
、
支
部
会
の
情
報
等
。

資
材
部
（
堀
越
）
平
成
２５
年
度

４
〜
６
月
の
実
績
は
目
標
の
１

／
２
程
度
で
す
。
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

厚
生
部
（
山
下
）
次
回
の
ゴ
ル

フ
会
は
１１
月
に
開
催
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

組
織
部
（
井
上
）
先
月
末
の
組

合
員
数
は
１
０
７
社
で
す
。
今

月
に
２
社
加
入
し
ま
す
。

広
報
部
（
長
岐
）
東
タ
煉
協
報

２
２
９
号
の
記
事
の
内
容
説

明
。

総
務
部
（
葭
原
）
本
年
度
の
年

間
会
議
等
の
行
事
予
定
の
説

明
。
次
回
合
同
会
議
は
９
月
１３

日
（
金
）
で
す
。

２
、
各
支
部
よ
り
提
案
と
報
告

品
川
大
田
（
松
本
）
６
月
１７
日

に
支
部
会
を
行
な
い
ま
し
た
。

次
回
は
８
月
中
旬
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

豊
島
（
堀
越
）
６
月
１４
日
に
支

部
会
を
行
な
い
、
新
規
組
合
加

入
者
も
出
席
し
ま
し
た
。
今
月

の
支
部
会
は
７
月
１７
日
に
行
な

い
ま
す
。
技
能
検
定
の
練
習
会

を
行
な
う
予
定
で
す
。

練
馬
板
橋
（
古
澤
）
６
月
１３
日

に
支
部
会
を
行
な
い
ま
し
た
。

今
月
１
社
組
合
加
入
し
ま
す
。

次
回
の
支
部
会
は
８
月
に
行
な

う
予
定
で
す
。

北
（
小
林
）
７
月
２７
に
日
に
支

部
会
を
行
な
い
ま
す
。

荒
川
（
宮
崎
）
７
月
６
日
に
支

部
会
を
行
な
い
ま
し
た
。

足
立
（
土
屋
）
６
月
１９
日
に
支

部
会
を
行
な
い
ま
し
た
。
次
回

は
８
月
１９
日
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。

新
宿
杉
並
（
矢
部
）
８
月
に
支

部
会
を
行
な
う
予
定
に
し
て
お

り
ま
す
。

墨
田
（
斗
澤
）
８
月
に
支
部
会

を
行
な
う
予
定
に
し
て
お
り
ま

す
。こ

こ
で
座
長
よ
り
議
長
に
交

代
、
合
同
会
議
を
終
了
し
た
。

東
タ
協
第
５５
回
通
常
総
会
で

理
事
長
続
投
、新
理
事
就
任

第
２
回
理
事
・
支
部
長
合
同
会
議

東
京
都
の
平
成
２５
年
度
タ
イ

ル
張
り
技
能
検
定
実
技
試
験
が

８
月
２９
日
（
木
）
〜
３０
日

（
金
）
に
東
京
都
立
中
央
・
城

北
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
板

橋
校
に
て
行
な
わ
れ
た
。

技
能
検
定
は
国
家
検
定
試
験

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
都
道

府
県
が
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が
、
そ
の
業
務
の
う

ち
、
技
能
程
度
の
評
価
に
係
る

事
項
、
ま
た
技
術
的
な
事
項
に

つ
い
て
東
京
都
で
は
東
京
都
タ

イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

・
東
京
タ
イ
ル
築
炉
業
協
同
組

合
・
武
蔵
野
タ
イ
ル
工
事
組
合

の
３
団
体
で
構
成
さ
れ
る
東
京

都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
業
組
合
連

合
会
（
矢
部
晴
也
会
長
／
東
タ

協
）
が
委
嘱
を
受
け
、
技
能
検

定
実
技
試
験
を
実
施
し
て
い

る
。
本
年
の
技
能
検
定
実
技
試

験
の
受
検
申
込
者
数
は
１
級
４７

名
（
昨
年
３０
名
）、２
級
２１
名（
昨

年
１４
名
）
で
当
日
１
・
２
級
と

も
若
干
名
の
欠
席
が
あ
っ
た
。

今
年
は
会
場
の
都
合
で
例
年

よ
り
開
催
が
遅
く
な
っ
た
が
、

ま
だ
残
る
残
暑
の
な
か
で
受
検

者
も
役
員
の
皆
さ
ん
も
熱
中
症

に
十
分
留
意
し
な
が
ら
の
実
技

試
験
と
な
っ
た
。
と
く
に
体
調

不
良
を
起
こ
す
人
も
な
く
無
事

終
了
し
た
。

試
験
時
間
は
タ
イ
ル
張
り
１

級
・
２
級
と
も
打
切
り
時
間
が

３
時
間
（
標
準
時
間
２
時
間
３０

分
）
で
、
概
ね
健
闘
し
て
い
た

様
子
で
あ
っ
た
。
９
月
に
実
技

試
験
が
行
な
わ
れ
て
１０
月
に
合

格
発
表
が
行
な
わ
れ
る
。

（
広
報
部
）

試
験
会
場
の
板
橋
校

平
成
２５
年
度
タ
イ
ル
張
り
技
能
検
定

実
技
試
験
を
実
施

タタイイルル工工事事需需要要喚喚起起キキャャンンペペーーンン

東京都タイル煉瓦工事工業協
同組合はタイル工事の需要喚
起と適正価格（値戻し）のた
めに努力します。
１．タイルは住環境を豊かにします。
２．高品質確保のために適正価格を求め
ます。

タ
イ
ル
張
り

一
級
技
能
検
定

完
成
例

タ
イ
ル
張
り

二
級
技
能
検
定

完
成
例
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